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あらまし：本稿では，学習者による講義内容を理解するタスクを教師が用意した部品を使った概念マップ

作成による構造化タスクとして具体化することを提案する．講義内容をまとめるためにノートテイキング

が重要とされているが，具体的に何をどう整理すれば良いかは明確になっていない．本研究では，講義内

容の理解タスクを講義で取り上げられた概念を関連付け，一つの構造として整理することと定式化する．

これを具体化する手段として，キットビルド概念マップ方式を用いる． 
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1. はじめに 

授業のなかで学生が講義のノー トを取ることは，

内容の理解の上で大切な役割をしていることが指摘

されており，ノートテイキングと呼ばれ様々な研究

が行われている[1][2]．ノートテイキングは単なる内

容の記録作業ではなく，内容の整理としての積極的

な学習活動の意味を持っている．ノートテイキング

の過程は，(1)記録すべきことの「選択」と，(2)記録

したことの「関係づけ」，の二つの分けられるとされ

ており，(a)内容理解においては「選択」よりも「関

係づけ」が重要な役割を果たしていること，(b)選択

の失敗は関係づけにおいて取り返しがつかないとい

う意味で選択が重要であること，が指摘されている． 

本研究では，この講義内容の理解を指向した整理

活動としてのノートテイキングを，「提供された部品

を構造的に組み立てる活動」として定式化する．こ

の定式化では「選択」は「提供された部品の認識」

として具体化され，「関係づけ」は「認識した部品の

関係づけ」として具体化される．従来のノートテイ

キングの捉え方では，「選択」に関しては「記録する

こと」として具合的なタスクになっていたが，「関係

づけ」に関しては具体的な活動が示されていたとは

言えない．このため，ノートテイキングが往々にし

て講義内容を単に書き写すだけの作業になっていた

といえる．また，従来のノートテイキングでは，し

ばしば「選択」の失敗が発生し，それが内容理解の

不完全さにつながっていた．本研究での定式化によ

り，関係づけが具体化されることで，内容理解の意

味でのノートテイキングの促進に大きな効果が期待

できる．また，「選択」を「認識」に置き換えること

で，「選択」における致命的な失敗を回避できるよう

にしている．これが，本研究で目指している理解タ

スクの構造タスク化としての具体化である．  

以下本稿では，具体的な手段としてキットビルド

概念マップ[3]を用いた理解タスクの構造タスク化

について説明する．さらに，キットビルド概念マッ

プを用いたノートテイキングの具体例として映像教

材を用いた事例を紹介する． 

 

2. キットビルド概念マップ 

キットビルド概念マップとは，概念マップを用い

て学習者の理解を外化・自動診断する方式である．

教授者がまず伝えたい内容を概念マップとして表現

し(ゴールマップと呼ぶ)，その構成要素であるノー

ド(概念)，リンク(関係)をキットと呼ばれる部品とし

て学習者に提供し，学習者ごとに概念マップを作成

させることで，学習者は教授者が伝えたい内容のキ

ーワードとなる部分に着目することができ，また学

習者が作成した概念マップの自動診断やフィードバ

ックを実現している．以下に，キットビルド概念マ

ップで用いられるゴールマップ，キットの例を図と

して示す． 

 
図 1:ゴールマップ 

 

 
図 2:キット 
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3. キットビルド概念マップの組み立てとし

ての講義内容の構造化タスク 

3.1 ゴールマップ・キット作成過程 

教授者は，教授活動を通して学習者に伝えたい内

容を概念マップ（ゴールマップ）として表現する．

ゴールマップをノードとリンクに分解する．これら

をキットとして学習者に提供する． 

3.2 キット逐次提供・学習者マップ作成過程 

学習者は講義内容を聞きながら，あるいは聞いた

後に自身の理解状況の整理として提供されたキット

を用いて概念マップを作成する．キットは「選択」

すべきと教授者が判断したものであり，それらを関

係づけた概念マップとしての構造は，これも教授者

が必要と判断した「関係づけ」である．したがって，

教授者が講義において期待した選択と関係づけの活

動がマップ作成活動として行われることにある．し

たがって，この方法は教授者が想定した基本的な理

解を対象としている．学習者個々の発展的な理解は，

この基本的な理解の上に積み上げるべきものであり，

また，その内容についてのより発展的な講義もその

基本的な理解を想定して行われることを考えると，

この基本的理解の促進は非常に重要であるといえる． 

3.3 学習者マップ診断過程 

学習者マップはゴールマップの構成要素から構築

されているために，ゴールマップと学習者マップの

差分はリンクの違いとして明確に抽出できる．この

差分により，学習者と教授者による理解のずれを検

出することが可能になる． 

 

4. 映像教材を例とした構造化タスク支援シス

テム 

本章では映像教材による教授活動を例として提案

した活動を実現するシステムを示す． 

4.1 キット逐次提供・学習者マップ作成機能 

学習者は映像教材(図 3 画面右の動画プレイヤー)

を視聴する．映像教材は教授者によってゴールマッ

プと対応付けられており，視聴中の映像区間毎にシ

ステムがそこで教えられている内容に対応するゴー

ルマップの部分をキットとして逐次提供し，学習者

は今教えられている内容を確認する形で，自身のマ

ップを映像の進行に合わせて逐次的に作成すること

ができる． 

 
図 3:逐次提供・マップ作成画面 

4.2 比較・再視聴機能 

学習者はゴールマップと自身のマップの差分を比

較マップ(図 4)によって自身の理解のずれを認識す

る．教授者が設定したゴールマップと映像区間の対

応から，システムはゴールマップと学習者マップで

異なる部分に対応する映像を選択的に提供すること

ができ，学習者がそれ再視聴させることで，理解の

修正を促す． 

4.3 ブレンディッドラーニング・反転授業への活用 

映像教材と対面授業を組み合わせる場合には，映

像教材に対する理解度を上げる，またそれを見積も

ることが非常に重要となる．本章で述べた方法は，

ブレンディッドラーニングや反転授業における映像

教材の部分での有効活用が期待できる． 

 

 
図 4:比較・再視聴画面 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では講義において教授者が教えたい内容を

概念マップとして構造的に整理し，それを学習者に

部品から組み立てさせるタスクとして，講義におけ

る学習者の理解タスクを具体化することを提案した．

キットビルド概念マップ方式を用いて提案した活動

を実現させることで，学習者が講義内容を聞きなが

ら自身のマップを作成することにより学習者は自身

の理解状況を段階的に整理することができるととも

に，自身の理解のずれがある部分についても認識す

ることが可能になる．今後は提案した手法・システ

ムが学習者にとって受け入れられるものであるかど

うかや有効であるかどうかを，比較実験や実際に活

動を行った学習者に対してインタビューや，アンケ

ートなどを通して調べていきたいと考えている． 
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